≪H20・2・5：「道路特定財源の確保を求める全道緊急総決起大会」：札幌共済ホール≫

　年度内成立をめぐる激しい攻防が毎日報道される中、道内各首長、議長等関係者821名が集まり開催されました。
暫定と言いながら抜本的策を講ずることなく長く継続し続け、10年延長としたい政府自民党、政局としたい野党の意図等々、間際になっての体たらくは、この5年間も又、何をしてきたのかとの思いがあります。
道路政策の根幹を成す財源（目的税）の問題であり、オイルの高騰でにわかに発生してきたものでもあるまいし、職員住宅、福利厚生対策等々、相変わらず本来の目的を逸脱した浪費は、空いた口が塞がらないほどの思いもありますが、枝葉末節の議論をする暇があったら、地方の実態をしっかり見て、自分達で決定した計画は責任を持って実行して欲しいものです。
途切れて地域拠点と繋がらない、少し雪が降ると止まる高速道路、面積が広く、雪が多くて道路整備、除排雪等に多額の負担がかかる北海道の実態もあります。

　ちなみに福島町の道路状況は次のとおりとなっております。（福島町統計資料：H18・3・31現在）
	道路種別
	実延長KM
	改良率％
	舗装率％

	国道
	24.9
	100.0
	100.0

	道道
	10.3
	100.0
	99.9

	町道
	102.1
	47.1
	45.4

	合計
	137.3
	46.2
	44.5


町の道路維持費（道路橋梁費）は、積雪量が6Mを越えた平成17年度で8,874万円、積雪量が2M未満だった平成18年度は5,985万円でした。（職員人件費は含まれておりません）

　福島町に一般財源として入ってくる特定財源の状況は次のとおりとなっております。
	特定財源項目
	平成17年度
	平成18年度

	自動車重量譲与税
	　　34,060千円
	　　33,883千円

	地方道路譲与税
	11,892
	11,659

	自動車取得税交付金
	14,628
	13,937

	合　　計
	60,580
	59,479


北海道の推計によると、暫定税率の廃止による福島町の減額は、2,820万円（平成17年ベース）となっております。
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